
 
 

 

「移行支援会議」とは、主に高等部卒業後の生活に移行するための橋渡しとなる大事な会議です。 

ご本人やご家族の願いを実現するため、情報交換、支援内容の確認、支援について各機関の役割分担を確認し

ていくことを目的としています。 

また、利用に当たって、諸手続き、時間や準備物、送迎等について具体的な内容も確認します。 

参加者については、ご本人、保護者の方、進路先、相談支援事業所、学校（担任、進路担当、等）の他、必要

に応じて、放課後等デイサービス、医療機関、訪問看護、居宅介護事業所等の方々に参加をしていただくことが

あります。時期的には卒業式前後に行うことが多く、今年度は早い方では２月の後半頃から行い始めています。 

                     

○高等部の取組 

 2 月 21 日、高１、２年生を対象に高等部の卒業生を講師に、「ようこそ先輩」の

学習を行いました。事前学習では来ていただくＯＢの方が福祉事業所で行っている

作業を、実際にやってみたり、質問したいことを考えたりしました。当日は事前に

考えた「高校生活で頑張ったことはなんですか？」「仕事に行きたくないときはあり

ますか？」「こまったときはどうしますか？」など、とても良い質問が生徒たちから

たくさん出され、講師に答えていただき、とても有意義な時間になりました。 

生活介護・児童発達事業所デイ緑ヶ丘 
〇生活介護・児童発達支援・放課後等デイサービス 定員／５名 

○療養介護・医療型障害児入所施設のデイサービス部門です。デイ緑ヶ丘は、 生活介護・児童発達支援・放課

後等デイサービスを行う多機能型事業所です。月～金の週５日と、第１，３，５土曜日に実施しています。

行事参加、生活支援・設定支援等の活動を行っています。 

〇リハビリあり、送迎あり（西区、手稲区、中央区一部） 

住所: 〒063-0003 北海道札幌市西区山の手３条１２丁目３番１２号 

TEL.011-611-9301 FAX.011-621-7404 

 

決める力・見る 聴く 感じる力・伝える力 

つながる力・やる気 元気 

発行日：第３号 令和６年(2024 年) ３月 １日 

今年度も残すところわずかとなりました。３月は高等部が１日、中学部は８日、小学部は１５日と卒

業式が続きます。卒業学年のみなさんやご家族の方々は人生の門出を祝う気持ちと、新しい生活への期

待と不安でいっぱいかと思います。いままで学んできたことを、次のステージで生かすために、しっか

りとした引き継ぎを行い、それぞれの場所で良いスタートを切られるようにできたらと思います。 

 

 

 

事業所案内 

進路に関わる学習 

 

「移行支援会議」について 

 



 

生活介護事業所 きらり

 
 

○活動方針 

１ 札幌市内の社会資源を充分に活用し、養護学校での活動を引き継いで拡げます。学校からの移行連携に重点

を置きます。 

2 心の満足・体の充実 

・ 心と体どちらも適度に充実した 1日となるよう活動と休憩を組み合わせ、メリハリのある一日を提供しま

す。 

3 食の安全･食育の思い 

・道産食材を中心とした献立と調理を基本に、「食」が私たちの生き生きとした生活の土台であることを提

唱し、実践します。        

○定員２０名、月～金、土（１，３，５週） 

〇入浴サービス・送迎サービスあり（８キロ圏内） 

住所:〒062-0043 札幌市豊平区福住３条１０丁目３－３展望園ビル 2F  

TEL.011-859-6700  

 

多機能型重症児者デイサービス笑夢
 

〇令和 6 年 1 月より、児童発達支援・放課後等デイサービス「笑夢」と、多機能型重症児者デイサービス「和夢

（放課後等デイサービス・生活介護）が統合しました。 
〇定員 5 名、月～土（9:00～17:00） 

○入浴サービス・送迎あり（中央区、豊平区、南区一部） 

住所：〒064-0914  札幌市中央区南 14条西 18 丁目 7-12 伏見ビル  

TEL011-211-8631 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

今年度の進路だよりは、今回で最終号です。 

令和６年度もよろしくお願いします。 


